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	 eq \o\ac(□,１)　ちょっと待って。その先を考えよう。
	 eq \o\ac(□,２)　考えよう。解決方法はもっとある！

	
	 eq \o\ac(□,３)　みんなが幸せになるには？
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 eq \o\ac(□,４)　みんなでじっくり取り組もう！


	ねらい

展開
	１．これまで学習したことを生かして、クラスの問題解決に挑戦させる。　　　　　　　　（適切な課題が見当たらない場合、用意している課題2つのうち、1つを使用）

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．復習 (5)
	
	復習：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小5の目標：「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」
○2つ以上の解決方法を思いつくときのコツ：

コツ１「はじめから○×をつけない」
コツ２「それぞれの立場に立って解決方法を考える」

コツ３「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を考える」
○行動する前に、それをしたらどうなるか予想するときのコツ3つ：

コツ１．「関係するそれぞれの人の立場に立って予想する」

コツ２．「よい結果だけでなく、よくない結果も予想する」

コツ３．「すぐ起こる結果だけでなく、あとになって起こる結果も
予想する」
○どの方法をするか選ぶときのコツ：

「できるかぎり、みんなが幸せになる方法を選ぶ」
・5年生の最終回は、目標の言葉通りみんなでじっくり取り組むことに挑戦する。
	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「みんなでじっくり取り組もう。」
目　標：みんなの問題をみんなで考えよう。 
	

	3．活動
みんなでみんなの問題を考えよう (34)
	
	・次の場面で、みんなならどう問題解決するだろう？
　　今、クラスで解決してみたいと思う課題があれば、提示して問題解決をしてみましょう。
例：○最近、クラスの×××という決まりを守らない人が増えている。どうすればみんなが守れるようになるか。
　　○プール着がえに時間がかかり、授業開始時間に間に合わない。みんなが間に合うようにするにはどうすればよいか。

　　○教室にゴミが落ちていることが多い。綺麗な教室を保つためにはどのようにすればよいだろうか。
　　○今度の行事のグループ決めをどのように行うか。

など…。上記を参考に、実態に合わせて問題を取り上げましょう。
＊現状として、クラス全体で取り上げるのに適切な課題がない場合、
次の2つのうち適していると思う方1つを選んで課題としてください。
課題1．来月、全校で大縄大会をすることになった。種目は全員跳び。練習しないとできるはずがない。でも、いつ、どうやって練習すればよいのだろうか？
課題2．今年の1年生は、休み時間に校庭で遊ぶことをいやがる子が結構いるらしい。でも、先生たちの考えでは、休み時間には思いっきり校庭で遊んだ方が体にも心にもいいと思っている。そこで、5年生に外で遊びたがらない1年生を上手に誘う方法を考えてもらいたいのですが…。何かよい方法、ありませんか？
→プリントA配付

　各自考えてプリントに記入をしてみる。

その時間を少しとってから、3-4名のグループになって進める。
①2つ以上の解決方法を思いつく。
②それぞれの解決方法を本当にしたらどうなるか予想する。
③それぞれの解決方法を比べて、自分たちがよいと思うものに決める。

全体シェアリング

○どんな方法を選んだのかとその理由を中心に聞いていく。

　○いろいろな解決方法とそれを選ぶ理由があることを共有する。

５年生全体のまとめとして押さえたいこと
　○問題をいつも一人で解決するのは難しい。誰かが一緒に考えてくれたら、自分では思いつけない方法に出会えるかもしれない。

○そしてもし、その問題が解決しなかったとしても、助けてもらったことは忘れないようにしよう。心強いという感情になり、その相手と仲良くなれるだろう。

○人は助けたり、助けられたりしながら支え合って成長する。
○５年生のピア・サポートではそのための方法をじっくり学習した。

	

	4．振り返り用紙記入(5)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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